
住所 〒840-0821 佐賀市東佐賀町１６－２

電話 0952-28-4286
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ホームまでのご案内
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住宅型有料老人ホーム

ケアホームふくしの家

●お問合わせ時間
平日 ８：３０～１７：３０

●運営主体
〒８４９－０９３７

ＮＰＯ法人
市民生活支援センターふくしの家

事務局 TEL ０９５２‐３６‐６８６５
e-mail ｙ.eguchi@fukushinoie.jp

●協力医療機関 ぶどうの木クリニック

江口医院

●協力歯科医療機関 ももたに歯科医院

まずはご相談下さい

●要介護状態になっても、介護保険サービス提携
なので安心して居住することができます。

●内科、歯科は協力医療機関を定めています。

●買物やドライブなど、行きたいところに出かけら
れる支援を行います。

●面会のときは事前にご連絡ください。

●緑あふれる牛嶋天満宮の境内にあり、四季の
うつろいやお祭りも楽しめます。

●比較的安心できる入居料金を設定しています。

●ご利用に関するご相談・ご希望などありましたら
いつでもお気軽にお電話下さい。

セブン
イレブン

旧古賀

グループ事業のご案内
●まちの子ども保育園（佐賀市小規模認可保育所）
●まちの移動ケアサービス鍋島センター（通院・訪問介護）
●まちのホーム医大前（小規模多機能型居宅介護）
●サンコートなべしま（住宅型有料老人ホーム）
●まちのホーム循誘（小規模多機能型居宅介護）
●グループホームじゅんゆう寮（共同生活援助）
●グループホーム四つ葉荘（共同生活援助）
●佐賀県障害者ITサポートセンターゆめくれよん＋
●いきいき住まいサポート（居住支援法人）

呉
服
本
町

バ
ス
停

※呉服本町バス停から徒歩7分

住宅型有料老人ホーム

住み慣れた町で
助け合い・支え合いの施設づく
りを目指します。家族や友人が
いつでも気軽に会いにいける
そんな地域の施設でありたい

☎0952-28-4286



◎介護が必要になって住み替え
なければならないけど・・・
◎からだが不自由になってきて
ひとりで暮らすのは不安・・・
◎介護を続けたいけど、年をとっ
て体力的につらくなってきた・・・
◎ときには家の様子もみたいので
家族や友人も気軽に来てほし
いので、家の近くに入居したい・・・

モラージュ佐賀（車で5分）マルキョウ兵庫店（車で5分）

買物はお近くのショッピングセンターへ

７8,900円／月
家賃36,900円 食費39,000円 管理費3,000円

※家賃には水道光熱費が含まれています。
※介護費、医療費、日用品、オムツ代等は別途自己負担
となります。
※外部介護サービスは、小規模多機能サービスとなりま
す。
※個別外出サービス（福祉有償運送）が利用できます。
※本会の賛助会員（入会金2000円/年会費3000円）にご協
力ください。

住宅型有料老人ホームとは

住宅型有料老人ホームとは、高齢者向けの生活
関連のサービスの提供に特化した居住施設です。
入所者が自身で外部の介護サービスを選択し、
施設での生活を継続することになります。外部
サービスの介護サービスには、小規模多機能型
居宅介護の通いサービス、デイサービス、訪問
介護、訪問看護等があります。介護保険料は別
途かかります。

住宅情報

１ルーム全室個室
全22室（洗面・ベット・エアコン・呼出コール完備）

全室スプリンクラ―完備

バリアフリー構造と安心な見守りサービス

● 安否確認サービス ● 車いす用トイレ完備
● 生活相談サービス ● 介護サービス連携

こんなときにはご相談ください

道路運送法の福祉
有償運送の登録
を受け、移動サー
ビス講習を修了し
たスタッフによる
外出サービスが利
用できます。
（別途料金）
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～入居までの流れ～

入居条件・お問合せ・見学

介護保険の認定を受けた方。資料請求を
お申し付けいただければ、ご案内書を郵
送いたします。ご見学もできます。

入居申込・ご契約・重要事項

申込書にご記入いただきます。入居や介護
サービスに関する契約や重要事項の説明。

入居されるご本人様の生活状況を把握する
ヒアリングとアセスメントを行います。

ヒアリング・アセスメント

サービスプランのご提案

介護サービスに関する計画・料金の説明。

医療・自己負担・リスク等

医療費等の自己負担や、生活の中でのリス
クの説明、同意事項等。

地域包括ケアのあるまちづくり

「地域包括ケア」という言葉を知っていますか？
それは生活支援・医療・介護様々なサービスを
使って、最後まで自宅で暮らせる仕組みづくりの
ことです。これからは施設で行われてきた「24
時間365日の安心」を住み慣れた地域の中で実現
していく時代に入っていきます。そこには、医療
や福祉サービスだけでなく、住民が参加するボラ
ンティア活動と共に、様々な「コミュニティサー
ビス」「住民参加型福祉サービス」といったもの
が、地域の暮らしを下支えすることになります。
全国でもその取り組みは始まったばかりですが、

本会では、この拠点で「地域包括ケア」を住民の
皆様と共に考えていけることを願っています。
「助け、たすけられ、支え合う」をモットーに、
私たちに何ができるか考えます。困ったときはご
連絡・ご相談ください。
スタッフ一同、微力ながら地域福祉の一助にな

れれば幸いです。


